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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 52,479 4.3 3,728 32.2 4,045 29.8 2,911 47.1
27年3月期第2四半期 50,311 7.6 2,820 21.1 3,117 18.9 1,978 33.3

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 2,804百万円 （160.0％） 27年3月期第2四半期 1,078百万円 （△77.1％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 48.73 48.61
27年3月期第2四半期 33.12 33.10

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期第2四半期 111,546 68,732 61.0 1,139.61
27年3月期 109,543 66,539 60.2 1,103.80
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 68,089百万円 27年3月期 65,936百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 9.00 ― 11.00 20.00
28年3月期 ― 11.00
28年3月期（予想） ― 11.00 22.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 107,000 3.1 8,200 24.9 8,600 17.3 5,800 18.4 97.08



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は添付資料4ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は添付資料4ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項等については、添付資料4ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 64,633,646 株 27年3月期 64,633,646 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 4,885,053 株 27年3月期 4,897,429 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 59,743,287 株 27年3月期2Q 59,736,307 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間における日本経済は、政府の経済政策などにより企業収益や雇用に改善が見

られ、景気は緩やかな回復基調にあるものの、個人消費には未だ力強さが見られない状況です。世界経

済においては、中国や新興国経済の減速などを背景に、依然先行きが不透明な状況で推移いたしました。 

そのような環境の中、当社グループでは、「21 世紀型企業への変革！」を中期方針に掲げ、変化し続け

る経営環境においても、常にお客様のニーズに応え、かつ安定した収益確保と継続的な成長を果たすた

め、“新規事業の創出”と“グローバル事業の拡大”を柱とした中期事業戦略に着手しております。併せ

て、生産性向上や業務の効率化・改善、徹底した経費削減による収益力強化を図るとともに、戦略遂行

に必要な人材育成及び組織機能の拡充など、企業体質の強化に取り組んでおります。 

当第２四半期の連結業績は、売上高524億 79百万円（前年同期比4.3％増）、営業利益37億 28百万円

（同 32.2％増）、経常利益 40 億 45 百万円（同 29.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益 29 億 11

百万円（同47.1％増）となり、営業利益、経常利益および純利益においては、過去最高となりました。 

 

［セグメント別の業績概況］ 

（車輌資材事業） 

国内事業では、“革を超える新素材”「クオーレ®」や瞬間消臭機能の「イノドール®」、防汚機能の

「エラッセ®」等の快適性を追求した高付加価値商品が売上高を伸ばしました。また、新型の最高級車

に採用されたビスコテックス加飾パネルは、当初計画を上回る発注を受け順調な滑り出しとなりました。

一方で、引き続き原料、染料の価格高騰がありましたが、当社独自の整流生産活動による生産効率化や

調達改善で製造コスト増の一部を吸収することができ、国内事業は前年同期比で増収・増益となりまし

た。 

海外事業では、自動車販売台数が好調に推移する米国をはじめ、外資系メーカーの新規車種獲得が進

むブラジルで売上高を伸ばしました。2013 年末に量産を開始したインドおよびインドネシアの両拠点に

ついては計画通りに事業進捗しておりますが、当面、償却などの費用が先行するため、利益面での貢献

は 2017 年以降になる見通しです。現在、工場建設中の新拠点メキシコは、2016 年の量産開始に向けた

生産準備と新規受注の企画開発を進めており、インドおよびインドネシア同様、先行費用を計上してお

ります。また、今後の事業戦略として製品化販売の拡大を図るため、今年５月に中国河北省において自

動車用シート材の裁断・縫製・販売事業を行う新会社を設立しました。 

当事業の売上高は 300 億 98 百万円（前年同期比 10.9％増）、営業利益 24 億 40 百万円（同 20.4％

増）となりました。 

 

（ハイファッション事業） 

国内では、高いファッション性の商品を手ごろな価格で販売する海外ファストファッションブランド

の台頭に消費者の節約志向が相まって、当社グループの主要顧客である国内アパレルブランドを取り巻

く環境は引き続き厳しい状況です。 

当社グループのファッション衣料向けテキスタイルおよび製品販売事業においては、小ロット・短納

期・在庫レスで製造する独自の生産システムのビスコテックスをはじめ、糸から縫製までのグループ一

貫機能をフル活用した高感度な差別化商品の企画開発に注力し、製品化販売の拡大による収益性の向上

を図っておりますが、当第２四半期におきましては、厳しい市況環境の影響を受け、前年同期比で減

収・減益となりました。また、ウインター市場縮小の影響を受け、国内スポーツ衣料向けのテキスタイ

ル販売事業で売上高を落としました。その一方で、当社グループのニット技術と加工技術を駆使した差

別化素材の販売拡大が進み、インナー衣料向けのテキスタイル販売事業が売上高を伸ばしました。 

海外事業では、海外子会社の Saha Seiren Co., Ltd.（タイ）における原糸から製品までの一貫生産

において、生産合理化や品質改善効果に加え、新規受注が伸び、着実に利益改善が進んでおります。 

当事業の売上高は 129 億 92 百万円（前年同期比 6.4％減）、営業利益３億 19 百万円（同 1238％増）

となりました。 
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（エレクトロニクス事業） 

繊維と金属の複合化技術により差別化を高めた電磁波シールド材「プラット®」の製品化販売が拡

大しました。また、ＫＢセーレン㈱の高性能導電糸「ベルトロン®」や高性能ワイピングクロス「ザ

ヴィーナ®」が売上高を伸ばしました。また、スーパー繊維の「ゼクシオン®」および「グラディオ®」

についても徐々に用途開発が進み採用件数が増えております。さらに、航空宇宙分野においても開発案

件が増え、新たな事業領域としての可能性が具現化してまいりました。 

海外では、中国市場における工場等の生産設備投資の減少を受け、世聯電子(蘇州)有限公司（中国）

の繊維機械販売が売上高を落としました。 

当事業の売上高は 24 億 23 百万円（前年同期比 9.2％減）、営業利益３億２百万円（同 38.5％増）と

なりました。 

 

（環境・生活資材事業） 

消費増税以降、停滞を続けておりました新設住宅着工戸数には持ち直しの動きが見られております。

ハウジング資材では、優れた省エネ性能をもつ遮熱型ハウスラップ材「プレミアムサーモ」や遮熱型

ルーフィング材が売上高を伸ばしました。 

新たな事業領域の環境・土木分野においては、独自の繊維技術により商品化した防草シート「グラスガー

ド®」が市場から高い評価を受けて採用実績を重ねております。 

一方、健康・介護事業では、介護報酬の改定に伴い、介護施設等で一部、商品の買い控えの動きがあ

り、目下、事業環境は厳しい状況です。また、オフィス・インテリア資材は、市場の在庫過多により受

注が低調となりました。 

当事業の売上高は34億37百万円（前年同期比2.5％増）、営業利益３億８百万円（同0.7％減）とな

りました。 

 

（メディカル事業） 

当社の独自技術で商品化した、繭から生まれた天然成分セリシン配合のコモエース化粧品は、自社サ

イトや百貨店常設店舗における販売強化に加え、今期、新規投入したプレミアム商品の販売が好調に推

移し、売上高を伸ばしました。 

卓越した消臭機能を持つアンダーウエアシリーズ「デオエスト®」は、さらなる売上高拡大を図るた

め、顧客ニーズにマッチした新商品投入を継続しつつ、メディア展開を始めとするプロモーションに注

力し、順調に販売拡大を進めております。 

メディカル資材では、ＫＢセーレン㈱の差別化原糸を用い、グループ一貫機能を活かした製品群が大

幅に売上高を伸ばしました。 

当事業の売上高は30億71百万円（前年同期比8.3％増）、営業利益７億55百万円（同18.1％増）と

なりました。 

 

（その他の事業） 

㈱ナゴヤセーレンの不動産賃貸管理事業やセーレンコスモ㈱の人材派遣事業が堅調に推移しました。 

当事業の売上高は４億54百万円（前年同期比2.8％増）、営業利益２億71百万円（同9.7％増）とな

りました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金などの流動資産の増加や、土地や建設仮勘

定などの有形固定資産の増加、投資有価証券などの投資その他の資産の増加により、全体で前連結会計年度

末と比較して20億２百万円増加の1,115億46百万円となりました。負債の部は、固定負債は増加しました

が、短期借入金などの流動負債の減少により、１億89百万円減少し、428 億 13 百万円となりました。純資

産は、利益剰余金の増加などにより21億92百万円増加し、687億32百万円となりました。 

キャッシュ･フローの状況につきましては、当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の

残高は114億59百万円となり、前連結会計年度末より15億８百万円増加しました。 

セーレン㈱（3569）　平成28年3月期　第2四半期決算短信

3



 

 「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、59 億 81 百万円の収入（前年第２四半期連結累計期間は 34

億 22 百万円の収入）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益 43 億 86 百万円、減価償却費

23億27百万円などによるものです。 

 「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、38 億 57 百万円の支出（前年第２四半期連結累計期間は７億

34 百万円の支出）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出 31 億 16 百万円などによる

ものです。 

 「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、５億11百万円の支出（前年第２四半期連結累計期間は27億

81百万円の支出）となりました。これは主に、配当金の支払いによる支出６億75百万円によるものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

通期の業績予想につきまして、当第２四半期の業績が想定よりも好調に推移したことに伴い、平成 27

年７月31日に発表した業績予想を修正しております。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算し

ております。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日。以下「企業結合会計基

準」という）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日。以下「連

結会計基準」という）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成 25 年９月 13 日。

以下「事業分離等会計基準」という）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している

場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用

を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期

間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直

しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。

加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行ってお

ります。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴

わない子会社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・

フロー」の区分に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を

伴わない子会社株式の取得又は売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によ

るキャッシュ・フロー」の区分に記載しております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58－２項（４）、連結会計基準第 44－５

項（４）及び事業分離等会計基準第 57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期

連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 11,501 13,187 

    受取手形及び売掛金 24,086 23,120 

    商品及び製品 9,626 9,293 

    仕掛品 2,460 2,513 

    原材料及び貯蔵品 4,230 4,242 

    その他 2,625 2,561 

    貸倒引当金 △15 △12 

    流動資産合計 54,514 54,906 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 23,118 22,528 

      機械装置及び運搬具（純額） 10,389 9,724 

      工具、器具及び備品（純額） 436 442 

      土地 9,831 10,446 

      その他（純額） 1,407 2,786 

      有形固定資産合計 45,183 45,928 

    無形固定資産 2,280 2,168 

    投資その他の資産     

      その他 7,588 8,565 

      貸倒引当金 △23 △22 

      投資その他の資産合計 7,565 8,542 

    固定資産合計 55,028 56,639 

  資産合計 109,543 111,546 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 14,269 14,269 

    短期借入金 5,430 4,814 

    未払法人税等 831 1,109 

    賞与引当金 1,214 1,308 

    その他 4,283 3,945 

    流動負債合計 26,028 25,447 

  固定負債     

    長期借入金 9,586 10,102 

    役員退職慰労引当金 161 161 

    退職給付に係る負債 5,751 5,700 

    その他 1,474 1,401 

    固定負債合計 16,974 17,365 

  負債合計 43,003 42,813 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 17,520 17,520 

    資本剰余金 16,799 16,799 

    利益剰余金 27,865 30,124 

    自己株式 △3,928 △3,918 

    株主資本合計 58,256 60,525 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 1,606 1,896 

    為替換算調整勘定 5,796 5,417 

    退職給付に係る調整累計額 277 250 

    その他の包括利益累計額合計 7,679 7,564 

  新株予約権 92 141 

  非支配株主持分 510 500 

  純資産合計 66,539 68,732 

負債純資産合計 109,543 111,546 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 50,311 52,479 

売上原価 38,701 39,443 

売上総利益 11,610 13,035 

販売費及び一般管理費 8,790 9,307 

営業利益 2,820 3,728 

営業外収益     

  受取利息 130 135 

  受取配当金 50 55 

  為替差益 115 98 

  その他 75 97 

  営業外収益合計 371 387 

営業外費用     

  支払利息 57 44 

  その他 16 25 

  営業外費用合計 74 70 

経常利益 3,117 4,045 

特別利益     

  固定資産売却益 1 6 

  投資有価証券売却益 - 119 

  抱合せ株式消滅差益 - 229 

  その他 0 - 

  特別利益合計 1 355 

特別損失     

  固定資産処分損 9 14 

  その他 0 - 

  特別損失合計 9 14 

税金等調整前四半期純利益 3,109 4,386 

法人税等 1,118 1,447 

四半期純利益 1,990 2,938 

非支配株主に帰属する四半期純利益 12 27 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,978 2,911 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 1,990 2,938 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 146 290 

  為替換算調整勘定 △1,048 △397 

  退職給付に係る調整額 △10 △27 

  その他の包括利益合計 △912 △133 

四半期包括利益 1,078 2,804 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 1,073 2,795 

  非支配株主に係る四半期包括利益 5 8 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純利益 3,109 4,386 

  減価償却費 2,246 2,327 

  固定資産処分損益（△は益） 7 8 

  投資有価証券売却損益（△は益） - △119 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △3 

  賞与引当金の増減額（△は減少） 10 94 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △12 △91 

  受取利息及び受取配当金 △180 △190 

  支払利息 57 44 

  為替差損益（△は益） △8 48 

  売上債権の増減額（△は増加） △57 984 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △593 288 

  仕入債務の増減額（△は減少） △272 17 

  未払消費税等の増減額（△は減少） 207 △440 

  その他 △111 △259 

  小計 4,402 7,096 

  利息及び配当金の受取額 180 190 

  利息の支払額 △58 △47 

  法人税等の支払額 △1,101 △1,258 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 3,422 5,981 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  有形固定資産の取得による支出 △1,713 △3,116 

  有形固定資産の売却による収入 7 29 

  投資有価証券の取得による支出 △65 △712 

  投資有価証券の売却及び償還による収入 0 169 

  定期預金の純増減額（△は増加） 870 △178 

  その他 166 △48 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △734 △3,857 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の純増減額（△は減少） △799 - 

  長期借入れによる収入 - 1,500 

  長期借入金の返済による支出 △1,484 △1,334 

  配当金の支払額 △448 △657 

  非支配株主への配当金の支払額 △42 △18 

  その他 △7 △1 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △2,781 △511 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △180 △98 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △273 1,513 

現金及び現金同等物の期首残高 6,081 9,951 

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等
物の増加額 

- 1 

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同
等物の増減額（△は減少） 

- △6 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,807 11,459 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

  

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 

  

  

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成26年４月１日  至  平成26年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成27年４月１日  至  平成27年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注) １．各報告セグメント区分の主な製品等は下記のとおりであります。 

(1)車輌資材……………………自動車・鉄道車輌等内装材（シート材、エアバッグ、加飾部品） 

(2)ハイファッション…………各種衣料製品、衣料用繊維加工 

(3)エレクトロニクス…………ビスコテックス・システム及びサプライ、工業用ワイピングクロス、電子機器

(4)環境・生活資材……………建築用資材、インテリア用資材、健康・介護商品、エコ関連資材 

(5)メディカル…………………化粧品、浄水器及びフィルター、医療用製品 

なお、「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業、人材派遣事

業、不動産賃貸管理事業等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用（前第２四半期連結累計期間

726百万円、当第２四半期連結累計期間724百万円）が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない総務部門などの管理部門に係る費用であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 

      (単位：百万円) 

  

報告セグメント(注)１ 
その他 

(注)１ 
合計 

調整額 

(注)２ 

四 半 期 連

結 損 益 計

算 書 計 上

額(注)３ 
車輌資材 

ハイファ 

ッション 

エレクト 

ロニクス 

環境・ 

生活資材 

メ デ ィ

カル 
計 

売上高        

  外部顧客への 

 売上高 
27,130 13,876 2,669 3,354 2,837 49,869 442 50,311 ― 50,311 

  セグメント間の 

 内部売上高又は 

 振替高 

― 1 117 ― ― 118 317 435 △435 ― 

計 27,130 13,877 2,786 3,354 2,837 49,987 760 50,747 △435 50,311 

セグメント利益 2,026 23 218 311 639 3,219 247 3,466 △646 2,820 
 

      (単位：百万円) 

  

報告セグメント(注)１ 
その他 

(注)１ 
合計 

調整額 

(注)２ 

四 半 期 連

結 損 益 計

算 書 計 上

額(注)３ 
車輌資材 

ハイファ 

ッション 

エレクト 

ロニクス 

環境・ 

生活資材 

メ デ ィ

カル 
計 

売上高        

  外部顧客への 

 売上高 
30,098 12,992 2,423 3,437 3,071 52,024 454 52,479 ― 52,479 

  セグメント間の 

 内部売上高又は 

 振替高 
― 1 229 ― ― 230 259 489 △489 ― 

計 30,098 12,993 2,652 3,437 3,071 52,254 713 52,968 △489 52,479 

セグメント利益 2,440 319 302 308 755 4,126 271 4,397 △669 3,728 
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